
　
三
菱
鉛
筆
株
式
会
社
（
数
原
滋

彦
社
長
、
東
京
都
）
は
、
株
式
会

社
プ
レ
ー
ス
ホ
ル
ダ
（
後
藤
貴
史

社
長
、
東
京
都
）
が
全
国
11
カ
所

で
運
営
す
る
、
遊
び
が
学
び
に
変

わ
る
次
世
代
型
テ
ー
マ
パ
ー
ク

「
リ
ト
ル
プ
ラ
ネ
ッ
ト
」
の
公
式

サ
ポ
ー
タ
ー
に
決
定
し
た
。

　
三
菱
鉛
筆
は
、
公
式
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
、
鮮
や
か
な
発
色
に

加
え
、
複
数
の
色
を
混
ぜ
る
こ
と

で
、
自
分
の
好
き
な
色
を
作
り
出

す
こ
と
が
で
き
る
工
作
用
色
鉛
筆

「
ポ
ン
キ
ー
ペ
ン
シ
ル
」
を
、
全

国
の
「
リ
ト
ル
プ
ラ
ネ
ッ
ト
」
に

全
面
提
供
す
る
。
ま
た
今
後
は
、

商
品
提
供
の
み
な
ら
ず
、
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
リ
ト
ル
プ
ラ
ネ
ッ
ト
と

共
に
、
子
供
の
探
求
心
や
創
造
力

を
刺
激
す
る
体
験
の
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
て
い
く
。

　
公
式
サ
ポ
ー
タ
ー
を
務
め
る

テ
ー
マ
パ
ー
ク
「
リ
ト
ル
プ
ラ

ネ
ッ
ト
」
は
、
ア
ナ
ロ
グ
な
遊
び

に
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
取
り
入
れ

た
魅
力
的
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が

展
開
さ
れ
て
い
る
次
世
代
型
テ
ー

マ
パ
ー
ク
。
現
在
、
約
20
種
類
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
稼
働
す
る
中

で
、
想
像
力
を
培
う
〝
デ
ジ
タ
ル

お
絵
か
き
〟
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が

３
種
あ
り
、
自
分
が
描
い
た
イ
ラ

ス
ト
や
塗
り
絵
が
、
パ
ー
ク
内
の

大
画
面
に
３
Ｄ
と
な
っ
て
登
場
す

る
。
紙
相
撲
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

塗
り
絵
バ
ト
ル
が
楽
し
め
る
「
Ｐ

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
　
Ｒ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
」

や
乗
り
物
の
絵
が
３
Ｄ
に
な
っ
て

カ
ー
レ
ー
ス
を
繰
り
広
げ
る
「
Ｓ

Ｋ
Ｅ
Ｔ
Ｃ
Ｈ 

Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
」

と
い
っ
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、

塗
り
絵
や
落
書
き
を
楽
し
み
な
が

ら
、
最
新
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
る
〝
未
来
の
お
絵

か
き
体
験
〟と
し
て
、フ
ァ
ミ
リ
ー

か
ら
人
気
を
集
め
て
い
る
。

 

　
提
供
す
る
工
作
用
色
鉛
筆「
ポ

ン
キ
ー
ペ
ン
シ
ル
」
は
、
紙
だ
け

で
な
く
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
ガ
ラ

ス
、
金
属
、
ビ
ニ
ー
ル
、
木
材
、

コ
ル
ク
、
紙
粘
土
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
素
材
に
、
鮮
や
か
に
濃
く
描

く
こ
と
が
で
き
、
工
作
用
途
に
適

し
た
全
芯
色
鉛
筆
。
特
殊
な
丈
夫

巻
（
紙
ロ
ー
ル
加
工
）
を
芯
に
施

し
て
い
る
の
で
、 

筆
圧
の
強
い
子

供
が
強
く
描
い
て
も
ポ
キ
ポ
キ
折

れ
て
し
ま
う
こ
と
は
な
い
。ま
た
、

紙
巻
き
な
の
で
手
も
汚
れ
な
い
。

　
コ
ク
ヨ
株
式
会
社
（
黒
田
英
邦

社
長
、
大
阪
市
）
は
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
文

具
「
し
ゅ
く
だ
い
や
る
気
ペ
ン
」

の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
（
Ｖ
ｅ
ｒ
・

２
・
１
）
し
、
新
た
な
コ
ン
テ
ン

ツ
を
追
加
し
た
。

　「
し
ゅ
く
だ
い
や
る
気
ペ
ン
」

は
、
市
販
の
鉛
筆
に
取
り
付
け
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
と
連
動

さ
せ
る
こ
と
で
、
勉
強
へ
の
取
り

組
み
を
「
や
る
気
パ
ワ
ー
」
と
し

て
〝
見
え
る
化
〟
し
、
学
習
へ
の

意
欲
を
高
め
て
い
く
た
め
に
開
発

さ
れ
た
商
品
。
今
回
、
子
ど
も
た

ち
の
や
る
気
を
引
き
出
す
た
め
の

仕
掛
け
で
あ
る
、
ア
プ
リ
内
の
コ

ン
テ
ン
ツ
「
や
る
気
の
庭
」
に
、

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
「
ス
ペ
シ
ャ
ル

の
庭
」
を
追
加
し
た
。

　「
ス
ペ
シ
ャ
ル
の
庭
」
で
は
、

様
々
な
分
野
で
日
々
探
究
し
て
い

る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
〝
や
る

気
の
達
人
た
ち
〟
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
彼
ら
が
熱

中
し
て
い
る
世
界
を
ス
ゴ
ロ
ク
形

式
で
表
現
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に

学
術
的
な
知
識
だ
け
で
は
な
く
、

未
知
の
世
界
に
向
き
合
う
ワ
ク
ワ

ク
感
や
、
広
い
世
界
に
飛
び
出
し

て
自
ら
学
ぶ
こ
と
の
楽
し
さ
を
感

じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
コ
ン
テ
ン

ツ
を
目
指
し
た
。

　
今
後
も
親
子
で
将
来
の
夢
や
職

業
に
つ
い
て
語
り
合
う
き
っ
か
け

と
な
る
よ
う
、
継
続
的
に
ス
テ
ー

ジ
を
増
や
し
て
い
く
。

　
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
第
１
弾
と

し
て
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
（
ジ
ャ

ム
ス
テ
ッ
ク
・
海
洋
研
究
開
発
機

構
）と
、海
と
地
球
の
探
求
を
テ
ー

マ
と
し
た「
う
み
の
ふ
し
ぎ
の
庭
」

を
制
作
。

　
大
海
原
、
深
海
、
海
底
を
探
索

し
、海
の
環
境
問
題
や
深
海
生
物
、

そ
し
て
海
底
や
海
底
下
に
広
が
る

地
球
内
部
の
不
思
議
に
出
会
う
こ

と
で
、
海
の
世
界
で
の
ワ
ク
ワ
ク

す
る
よ
う
な
仕
掛
け
と
な
っ
て
い

る
。

　
対
応
Ｏ
Ｓ
は
、ｉ
Ｏ
Ｓ
11
以
上
、

Ａ
ｎ
ｄ
ｒ
ｏ
ｉ
ｄ
７
・
０
以
上
に

対
応
。

　
株
式
会
社
マ
ル
ア
イ
（
村
松
道

哉
社
長
、
山
梨
県
）
は
、
６
月
１

～
５
日
、
東
京
・
有
明
物
流
セ
ン

タ
ー
に
誕
生
し
た
ミ
ニ
チ
ュ
ア
・

テ
ー
マ
パ
ー
ク
「
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ
　

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｄ
Ｓ
　
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ 

」

を
会
場
に
開
催
の
Ｂ
ｔｏ
Ｂ
商
談
会

「
Ｐ
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｅ
（
フ
ェ
ー
ズ
）」
に

出
展
、
オ
ン
ラ
イ
ン
と
リ
ア
ル
を

組
み
合
わ
せ
た
新
し
い
形
式
の
展

示
会
と
し
て
ニ
ュ
ー
ス
で
も
取
り

上
げ
ら
れ
、
話
題
を
呼
ん
だ
。

　
同
社
は
、
展
示
ブ
ー
ス
デ
ザ
イ

ン
事
務
所
の
ス
ー
パ
ー
ペ
ン
ギ
ン

が
企
画
す
る
、
コ
ロ
ナ
禍
に
対
応

し
た
新
し
い
形
の
展
示
会
の
企
画

主
旨
に
賛
同
し
て
出
展
、「
藤
壺

ミ
ニ
封
筒
」「
ミ
ニ
注
意
テ
ー
プ
」

な
ど
の
ミ
ニ
シ
リ
ー
ズ
を
中
心
に

紹
介
し
た
。

　
出
展
社
は
、
メ
イ
ド
イ
ン
・

ジ
ャ
パ
ン
の
商
品
を
扱
う
全
国
の

文
具
・
雑
貨
系
メ
ー
カ
ー
な
ど
12 

社
。
来
場
者
の
み
の
展
示
会
形
式

と
し
て
、
会
場
内
に
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
な

ど
で
話
す
場
所
を
設
置
し
、
出
展

メ
ー
カ
ー
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
商
談

を
可
能
に
し
た
。

　
広
報
担
当
は
「
商
談
は
オ
ン
ラ

イ
ン
だ
が
、
来
場
者
は
実
際
に
商

品
に
触
れ
る
こ
と
が
可
能
で
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
完
結
す
る
展
示
会
と

は
大
き
く
違
う
と
感
じ
た
。
今
後

は
改
善
が
必
要
な
面
も
あ
る
が
、

展
示
会
の
ひ
と
つ
の
あ
り
方
と
し

て
、
可
能
性
が
感
じ
ら
れ
た
」
と

話
し
た
。

　
ぺ
ん
て
る
株
式
会
社
は
、
６
月

25
日
開
催
の
定
時
株
主
総
会
及
び

取
締
役
会
で
、
和
田
優
社
長
が
取

締
役
会
長
に
就
き
、
小
野
裕
之
氏

が
代
表
取
締
役
社
長
に
就
任
し

た
。

　
代
表
取
締
役
社
長
　
小
野
裕
之

（
品
質
保
証
、
監
査
室
担
当
）

　
取
締
役
会
長
　
和
田
優
（
新
規

事
業
、グ
ロ
ー
バ
ル
Ｓ
Ｃ
Ｍ
担
当
）

　
常
務
取
締
役
　
岩
本
伸
行
（
総

務
人
事
部
長
）、高
橋
智
和（
財
務
、

経
営
戦
略
、情
報
シ
ス
テ
ム
担
当
）

　
取
締
役
　
川
口
直
人
（
海
外
営

業
本
部
長
）
新
、
長
谷
川
浩
（
商

品
開
発
本
部
長
）
新
、
小
沼
昌
毅

（
国
内
営
業
本
部
長
）
新
、
畠
山

剛
（
生
産
本
部
長
）
新

　
常
勤
監
査
役
　
大
竹
盛
義

　
監
査
役
　
別
府
正
之
助
（
社
外

監
査
役
）、
福
田
舞
（
同
）

　
な
お
、
取
締
役
を
退
任
し
た
小

林
健
次
氏
は
相
談
役
（
財
務
、
法

務
担
当
）、
中
山
一
石
氏
は
相
談

役
（
海
外
事
業
担
当
）、
平
賀
利

久
氏
は
相
談
役
（
生
産
・
商
品
開

発
担
当
）
に
就
任
し
た
。

　
ま
た
、
次
の
６
氏
が
執
行
役
員

に
就
任
し
た
。

　
石
垣
淳
一（
新
規
事
業
本
部
長
、

草
加
工
場
長
）、小
海
長
太
郎
（
ぺ

ん
て
る
オ
ブ
ア
メ
リ
カ
社
長
）、

戸
張
新
一
（
経
営
戦
略
室
長
）、

山
本
浩
（
国
内
営
業
本
部
副
本
部

長
、
営
業
管
理
部
長
）、
関
川
清

（
財
務
本
部
長
、
経
理
部
長
）、
名

須
川
良
（
商
品
開
発
本
部
基
礎
研

究
所
長
）

　
松
井
市
長
㊧
と
黒
田
理
事
長

コ
ラ
ボ
第
１
弾
と
し
て
制
作
し
た

「
う
み
の
ふ
し
ぎ
の
庭
」

　
マ
ル
ア
イ
の
ブ
ー
ス

　
昭
和
48
年
か
ら
大
阪
府

下
や
大
阪
市
の
緑
化
に
貢

献
し
て
い
る
公
益
財
団
法

人
黒
田
緑
化
事
業
団
（
黒

田
耕
司
理
事
長
）
は
、
令

和
元
年
に
大
阪
市
に
寄
付

し
た
こ
と
か
ら
、
６
月
26
日
に
市

役
所
で
同
市
か
ら
の
感
謝
状
を
収

受
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
は
寄
付
者
毎
に
贈
呈

式
、
感
謝
状
収
受
を
実
施
し
、
市

長
ら
と
緑
化
談
義
で
歓
談
し
て
い

た
が
、
今
回
は
寄
付
者
全
員
へ
の

感
謝
状
授
与
式
に
な
り
、
当
日
は

松
井
一
郎
市
長
か
ら
の
挨
拶
、
同

市
長
と
の
記
念
撮
影
と
な
っ
た
。

　
当
日
は
、
47
年
間
に
わ
た
っ
て

寄
付
を
続
け
て
い
る
同
事
業
団
と

６
個
人
が
出
席
し
、
大
阪
市
か
ら

寄
付
者
紹
介
と
そ
れ
ぞ
れ
に
松
井

市
長
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
し
た
。

　
松
井
市
長
は
、「
出
席
各
位
か

ら
多
額
の
寄
付
を
受
け
、
感
謝
し

て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
マ
ス
ク
着

用
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
が
対
応
に
努
力

し
、
協
力
を
得
て
い
る
こ
と
に
感

謝
し
た
い
。
寄
付
は
大
切
に
活
用

し
、
行
政
の
税
金
だ
け
で
は
補
え

な
い
こ
と
に
各
位
の
寄
付
を
、
大

阪
の
こ
れ
か
ら
の
魅
力
と
サ
ー
ビ

ス
向
上
の
た
め
活
用
し
た
い
」
と

挨
拶
し
、
緑
化
事
業
団
や
寄
付
者

に
感
謝
状
を
贈
呈
し
、
松
井
市
長

と
の
記
念
撮
影
な
ど
も
あ
っ
て
セ

レ
モ
ニ
ー
を
終
了
し
た
。

　
な
お
、
同
年
度
は
、
大
阪
市
大

や
天
下
茶
屋
公
園
、
小
学
校
な
ど

に
総
額
２
３
７
０
万
円
の
植
樹
を

実
施
し
た
。

新
し
い
形
式
の
展
示
会

マ
ル
ア
イ

が
出
展

オ
ン
ラ
イ
ン
商
談
可
能
に

小
野
裕
之
氏
が

社
長
に
就
任

○
…
ぺ
ん
て
る

大
阪
市
か
ら
感
謝
状

令
和
元
年
の
寄
付
に
対
し
て

新
コ
ン
テ
ン
ツ
配
信

コ
ク
ヨ

し
ゅ
く
だ
い
や
る
気
ペ
ン

○…三菱鉛筆…○

リトルプラネットの
公式サポーターに
ポンキーペンシル提供

黒田緑化事業団


